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ボグド・ハーン政権は 1911 年 12 月に帝政ロシアの援助で、ハルハのフレー(庫倫、
現在のモンゴ、ル国の首都ウランパートノレ)でジェヴツンダムバ・ホトクトを推戴し樹立
された時から 1921 年 7 月の人民革命の時期まで存在した政権である。本論文では 1911






































































































































第四章で、はアルヒーフ所蔵の檎冊により 1913 年と 1915 年の東南辺境軍の部隊編成を検討し，同軍が清末の新
軍巡防営の編尻町去により編成されていたこと，アイマグ(剖蒋)ごとの部隊編成と，内モンゴ、ル出身者の義勇兵部
隊とし、う編成原理の異なる部隊が共存する軍隊で、あったことを明らかにした。
第五章では，東南辺境大臣パボージャヴの役割について検討し，彼が大臣として，ボグド・ハーン政権の各省庁
の指示に従っていたことを明らかにし，内モンゴ、ルからの撤兵後独自の行動を取っていたとする定説を否定した。
以上より筆者は，ボグド・ハーン政権の統合運動が，王公制度や盟旗制度を榊旦みとしており，近代的な民族独
立運動としてのみとらえることのできない歴史的限界を持ち，パボージャヴ・ナスンアルピ、ジフらも，かかる歴史
的限界の中で行動していたと論じた。
本研究は，新出の文書資料を用いることで 1910 年代のモンゴル独立運動を，同時代的な条件の中に位置づける
ことに成功したという点で評価することができる。個別の事実も，アーカイヴ史料の分析から得られた新知見を多
く含んでおり，モンゴ、川丘代史，東北アジア近代史に新たな輸事を提示するもので，言判面に価する。
よって，本論文は博士(学術の学位論文として合格と認める。
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